
　東京眼鏡販売店協同組合（山崎親
一理事長）は、「第11回めがね供養会」
を10月1日、上野公園（東京都台東区）
内の上野不忍池・辯天堂で開催、約
1,200本のメガネを供養した。
　集まったメガネは同組合と東京眼鏡
専門学校で選別・リノベーションされ

て再利用される。今回は組合
関係者のほか4年ぶりに参加
の一般メガネ使用者も列席、約
30人が参集した。
　供養会は、同協組青年部の

時澤淳一郎副部長の司会で始まり、め
がね供養会プロジェクト委員会の杉谷
宗彦委員長が参席者に謝意を表した後
「新型コロナもあり、明治維新以来の変
化の時代を迎えている。しかし先祖や物
を敬う気持ちは大切。この会が30年50
年続くよう祈る」と開会の辞。

　続いて代
表者の山崎
理事長が
「お預かり
した供養メ
ガネの封筒

に『今までありがとう』の言葉が多く書き
添えられ、それぞれの思いが込められて
いた。人々の生活に欠かせないツールと
して働き続けたメガネの行く末を最後ま
で見届けるのは我 メ々ガネ店の務め。眼
鏡技術者として、これからも情熱をもって
技術に磨きをかけ品質とサービスを向
上させ、より多くのメガネを必要とされる
方に笑顔をお届けしたい。合わせて業界
発展に努める」と祭文を読み上げた。
　東叡山寛永寺辨天堂住職による読
経の後、出席者が焼香。続いて住職が

「供え養うのが供養。感謝されたメガネ
は新たな息吹を得て次の役目へと旅
立つ、供養となっている。この会も11回
目。継続は誇りとなる。より多くの人々
に喜んでいただけるような業界である
ようにと祈る」と講話した。
　最後に時澤青年部副部長が「今年、
父を亡くし供養の大切さを実感した。
供養の気持ちを持つことは大切。供養
のメガネは心を込めて再生する」と閉
会のあいさつを述べ、お開き。その後、
辯天堂境内のめがね之碑前にも焼香
台が設けられ、参加者は祈りを捧げ
た。来場者には供養眼鏡と引き換える
形で限定製作した「オリジナルめがね
拭き」や映画『おしょりん』のチラシなど
を配付して“10月1日メガネの日”イベ
ントの啓発にも取り組んだ。

　某百貨店が、顧客ニーズに
応え、ジュエリーのメンテナンス
商品をInstagramで紹介して
いた。
　Instagramの利便性はさて
おき、都市鉱山と言われるほど
ジュエリーを売ってきた割に、メ
ンテナンスを行う店舗や情報が
広がっていない。
　時計の大型店舗には修理
コーナーが必ず設置されてき
た。最近は買い取りが流行り、
修理の重要性が高まり、店舗と
して必要不可欠なポジションに
修理コーナーがリニューアルされるほ
どで、しかも修理専門店のTVCMが流
れるほど街中にも異常に増えている。
　ただし利益を求めシェアを増やす企
業がある一方、もう儲からないと撤退
する企業があるなど様々だが、気にな
るのはこれら増える時計修理専門店は
必ずしも時計関係者が立ち上げたビ

ジネスだけではないということ。
　修理やメンテナンスは、完全
に職人が活きるビジネスである。
特殊な技術が必要で、ビジネス
として続けるには職人を大切に
していかなければ決して長く続
かないことだろう。また永く使用
できるようにするため、持続可能
性を担うとすれば社会的にも貢
献できる上、ウェアラブルに煽ら
れている時計業界を後押しする
など、業界のものづくりを活かせ
る大切なポジションを担うこと
ができるにちがいない。

　ジュエリーのリフォーム専門店もな
いわけではない。リサイクル、リユースも
始まってはいるが、消極的で、現状はプ
ラスにならず、活かそうとする思考が足
りていないようだ。
　15年以上前から、ジュエリー小売店
の差別化や発展にメンテナンスが役
立つと言われてきたが、「たまにやって
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　㈱真珠科学研究所の創業者で小松
博氏が8月24日に永眠した。葬儀は親
族のみで執り行われたが、小松博を偲
ぶ会実行委員会により、11月18日、第
一ホテル東京で「小松博を偲ぶ会」
（献花スタイル）が開催される。時間は
15時～17時。
　発起人代表は㈱田中真珠の金子康
男氏。発起人＝小川日出丸、㈱東京宝
石科学アカデミーの渥美郁男氏、㈲
PJ中村インターナショナルの中村雄一
氏、㈱真珠科学研究所の佐藤昌弘氏。
問い合わせは、真珠科学研究所（佐藤
昌弘）まで。TEL.03-3834-7050。

　栄光時計㈱は、11月
15日の大型催事「EXHI-
B ITION IN OSAKA
2023」に合わせ、諏訪貿
易㈱会長の諏訪恭一氏と
栄光ホールディングス㈱
会長の小谷年司氏による
講演会を17時よりCEN
TARA GRAND HOTEL
OSAKAで開催する。
　講演会のテーマは
「不易流行」。日本の宝
石業界の基盤を作り上
げた諏訪会長と、時計

から始まった栄光時計の歴史を読み
解きながら、情報化時代の商売のあ
り方について考える。業界の歴史を
理解する良い機会となる。

第11回めがね供養会に
1,200本のメガネ集まる
～供養の気持ちを持つことは大切～

東京眼鏡販売店協組

寛永寺辨天堂での供養会

いる」とか「のぼりは出している」とか、
真剣に取り組む人は少なく、どちらかと
言えば、手間が掛かる割に儲からない
と考える人が多く、顧客満足度を蔑ろ
にしてきたと言えよう。
　購入してくれる常連客にだけメンテ
ナンスをするのではなく、それを最低限
として、店舗前を通るジュエリーを身に
着ける人全員に、メンテナンスの必要
性を訴えることが必要だ。時計のよう
な機械ではないが、メンテナンスが当
たり前、ケアすることで日本全体のジュ
エリー人口が増えることを理解するこ
とが業界の考えとして不可欠だ。成熟
した市場を作ってきたことをこのまま過
去にしてはならない。
　ジュエリー上級者にメンテナンスを
広め、新世代にはジュエリーの魅力を

啓蒙し続ける。この両輪を活かせば、
様々なアニバーサリーに繋げることも
一段と楽になるはずだ。これからでも
遅くはないほど、都市鉱山はまだ閉山
していない。
　単純なことが喜ばれる。ちょっと拭い
てあげるだけでもジュエリーも時計も
メガネも綺麗になって輝く。
　身近な人でも、傷がいっぱいついた
ジュエリーや時計を身に着けている人
が多い。傷がつき輝きが失せていること
に本人も気づいていない。専門的店の
役割を誰も教えてくれないからだろう。
　社員のアイテムを確認してみたらどう
か。メンテナンスされピッカピカなのは
当たり前だが、関係者として自分が関
係するアイテムを身に着け、メンテナン
スができているか。

　インドは新型コロナウイ
ルス危機以来、最も抜本的
な緊急措置となるダイヤモ
ンド原石の輸入を２カ月間
凍結することを勧告した。
　5つの主要貿易団体が9
月26日付の共同声明で、
一時停止期間は10月15
日から12月15日までとす
ると発表。これは100人以
上の業界代表者による会
議で決定し、12月の第1週
に状況を再度検討するとし
ている。
　この動きは、米国の小売市場の低
迷、ラボグロウンダイヤモンドとの競
争の激化、中国の経済低迷における、
ポリッシュダイヤモンドの取引の深刻
な低迷へ対応したものだ。
　9月初め、インドのGJEPC（宝石＆
ジュエリー輸出促進評議会）は、ダイヤ
モンド鉱山企業各社に書簡を送り、ダ
イヤモンド原石の供給について業界へ
の責任を持つよう求めた。当時、
GJEPC会長のヴィプル・シャー氏はラ
パポートに対し、9月24日に閉幕した香
港ショーまでに市場が改善しなければ
「さらなる行動」が必要になるかもしれ
ないと語っていた。
　この書簡を受け、ロシアのアルロサは
9月と10月の販売会を中止し、業界に
警戒を呼び掛けた。一方、香港ショー
のダイヤモンドセクションでは、中国人
バイヤーの来場や購入が最小限だっ
たため、ダイヤモンド業界の活動が鈍
かったと出展者らは報告している。
　あるダイヤモンド製造業者の幹部は

匿名で「状況は（以前より
も）悪化しており、状況がい
つ改善するか明確な見通
しは立っておらず、まだ在庫
が残っている」と指摘し、ま
た「これ（今回の措置）が在
庫を減らす唯一の方法だ」
と付け加えた。
　GJEPCは、バーラトダイヤ
モンド取引所（BDB）、スー
ラトダイヤモンド取引所（S
DB）、ムンバイダイヤモンド
商業協会（MDMA）、スーラ
トダイヤモンド協会（SDA）と

協力し、最新の要望を作成。これは輸入
の完全な禁止ではなく自主的な禁止
で、開始が遅れると、輸入業者が希望し
た場合に国内に持ち込む機会ができる
ことになるともしている。
　GJEPCのデータによると、8月のイン
ドのダイヤモンド原石輸入量は前年比
3％減の13.2億ドルとなり、量は14％
減の1200万カラットとなった。
　このダイヤモンド原石の輸入凍結は、
インドのダイヤモンド製造（カット）の中
心地であるスーラトの工場が2～3週間
の休みとなる11月12日のディワリに合わ
せている。業界関係者は、今年の操業停
止はさらに長期化すると予想している。
　 ポリッ
シュダイヤ
モンドの過
剰供給につ
いては、wa
tch-jewel-
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　８月のお盆のころである。所用で東
京に行き帰宅夕食後、寝床に入ってか
らどうも具合が悪くなった。頭痛がして
なかなか眠れない。暑さのせいかもし
れないとエアコンをつけてみたが、眠っ
たかなと思うとすぐに目が覚めてしま
う。朝までそんな風であったので試しに
体温を測ってみると３７℃前後。体が
だるく食欲もあまりなく夏風邪でも引い

たかあるいは熱
中症かと思い、寝
てれば何とかな
るだろうとグダグ
ダしていた。微熱
と頭痛とだるさの
三重苦（大げさだ
が）は変わらずで
日頃の「医者なん
て」の強気は弱
気に変わり、しぶ
しぶだが家人の
説得で医者に診

てもらった。「コロナ」に感染していた。
鼻の奥に綿棒を突っ込まれてぐりぐり
とされると１５分もかからずにはっきり
と陽性ですと告げられた。もしもコロナ
の扱いが５類扱いになっていなかった
ら、この程度の症状でも身体隔離をは
じめかなり面倒なことになっていたは
ずである。
　ゾコーバという薬を処方されて三日

目あたりで体が楽になった。その三日
程度の間の辛さは倦怠感である。熱や
頭痛は一日目で解消されたが、だるさ
は残った。コロナ後遺症で倦怠感を訴
える記事をよく読むが、体がだるいとい
うのはなかなか他者には伝わりにくい。
熱なら数字で出るし頭痛も自分なりに
はっきりわかるが、だるさというのは自
分自身でも把握が難しい。ひょっとした
ら精神的な怠惰とも食欲減退による肉
体弱化かもしれないとも思える。上司
から「気合いが入っていない」などと無
責任に叱咤されている人もいるだろう
がコロナ後遺症で倦怠感に苦しむ
人は本当に大変だろうと思う。さて
体調が戻ってそれでは出歩いてい
いものなのか、ひょっとして体内に
残っているコロナをばらまいている
のではないかと心配になって医者
に問い合わせると、構わないそうで
ある。良くなればそれでよし、要は
風邪と同じ扱いが５類ということら
しい。
　ところでこのコロナウィルス一体
どこから来たのだろうか。当初は中
国の実験室から飛び出した説が騒

がれたが、その後うやむやになったまま
である。出自が分からないというのは怖
い話なのである。コロンブスのアメリカ
発見以来、南北アメリカの原住民はほ
とんど絶滅してしまったが、それはヨー
ロッパ人の侵略とそれに伴う虐殺とい
うよりも、かれらが持ち込んだウィルス、
原住民には免疫のないウィルスによる
ものという説がある。今回のコロナ禍が
当初は多くの死者を出したのも免疫と
の関係である。現在は世界中ほとんど
の地域に感染が広がり免疫の獲得で
騒動は沈静化しているが、免疫のない
ウィルスが自国民に持ち込まれると
あっという間に死者が積み上がるとい
う事実は忘れてはならない。
　いま日本では外国人観光客がオー
バーツーリズムと言われるほどに押し寄
せている。観光庁の統計では２００９年
に６７９万であった訪日観光客は２０１９
年には３１８８万人に増加している。日
本の人口の四分の一に当たる。これだ
けの数の外国人が一年間にやってく
る。それも毎年だ。経済的効果は大き
いし観光立国は国策だろうが、奈良時
代から考えても日本にとっては初めて
の事態である。インバウンド景気は結
構なことだが、その裏側でひょっとした
ら潜伏期間の長い未知の疫病が持ち
込まれていないとも限らない。私は観
光地の賑わいをテレビで見ながらいさ
さか身構えている。

         　　　　　　　　　      貧骨
　　　 cosmoloop.22k@nifty.com
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